
国産ワクチンの重篤症例の概要

(前日 r「t告以降のll例 は No.269～No.284)

(りた例 1)アナフィラキシーショック (回復)

30代  女性

既 往 月[ :さ ばアレルギー

経  i口  :接 lTl 1 5分 後、全身|十み、咳、めまいが出 FL。 25分後 咳、呼吸困螂F、 血圧低下

90/70、 悪寒あり。エピネフリン、ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナ トリウム、

アミノフィリン水和物、酸素投与を施行っ前l圧 90/70、 呼吸改1キ。2時‖130分後、

利L持液 ll始。2時‖150分後、咳、のどの痒みが再び出現。ヒドロコルチゾンコ

ハク酸エステルナ トリウム、アミノフィリン水和物、プレドニゾロンを施行。5時

‖]後 、咳なし、喘嗚なしにて帰宅.ワ クチン接種 1日 後、悪寒、震え、企身り辛み、

咳が||1現。発″ヴだし,デキサメタゾン、ブレドニゾロンを施行.ワ クチン接TT2 11

後、背部り市、胃痛、咳、り■みが|1現 し、他1眈へ人院。アナフィラキシー後、アレ

ルギー症状継続 (食事摂収にて、咳、全身のナ|み )。 ワクチン接l18‖ 後、送院

にて、プ レドニゾロン処方。ワクチン17/mH 日後、内を食 した後、痒み、咳出

現 したため、ブレドニゾロンl曽 11/Xlt方 .ワ クチン接種 2411後 、プレドニゾロン

服川にてlj状発現なし.

‖ ,t関 係:否 定できない

(リカi例 2)ア ナフィラキシーショック (1復 )

30代  女性

既 イL川1 11雙 |1111多ξ

経  過 :ワ クチン接 TTl l()分 後、動悸、少し息が苦しい感 じが出1/Lす る ()授乳川の ミルク
を調乳 していた。ワクチン接柾 15分後、 日、片しさが強く、片しさを訴え、顔「

“と両腕の /LS赤 を指 llされたため臥床.山 だ|:135/56n、 nlHg 11'|、 夕1脈 72/分 .両 手

先のしびれあり、山管確保の 11、 ヒトロコルチゾン、マル トース加乳酸 リンゲル

液、 ビタミン C、 グルタチオンを投
'J..ワ
クチン接TT 35分後、息 rfし さは少し

改善される 1,、 発イ4:的に,日 がつまる様な感 じと手先のしびノtをイitり 返す, ワクチ

ン接 IT1 65う)後、めまいがあり′)lll,し て 1)ら い′タイ「,山 |サ 1:120ninlHg f)、 脈詢̀120
～ 130/分 .ワ クチン1妾 TT 2‖ |‖ 145分 後、歩行可能、y)ま い感消失にて点,l埼終 r

し、侑1宅。

囚果関係:否定できない

(症例 3)J:気 (軽快 )

20代  女性

既 往 歴 :ア セチルサリチル酸・ダイアル ミネー トで薬疹

経  過 :ワ クチン接種直後より忙L気出17・Lo LL気強く、立位困kllの ため側臥位にて安 17に し、

経過観察。バイタルサイン1[常 、めまいなし、呼吸障害なし、意言哉あり、移動に

伴い ll気増強。その後、移動可能となり帰宅。ワクチン接種 1日 後、吐気はや

や改善。ワクチン接lJ1 2日 後、U二気は少 し残存。

因果関係 :否定できない

(りii例 4)アナフィラキシー (回復 )

40(ヽ  女1生

:専麻疹、虫垂炎、子官外夕1娠、′日′関節炎

:ワ クチン接種 30分後、痒み出現。ワクチン接種 l時間後、痒み増強、上半身の

皮疹が出現。ワクチン接種 2時間 30分後、全身の専麻疹、強い痒みにて皮膚科

受診。デキサメタゾンリン酸エステルナ トリウム、ヒドロキシジンを施行。ワク

チン接種 3時間後、寺麻疹軽快、呼吸苦出現。ワクチン接TT1 3時間 30分後、企

身の専麻疹、怪度の呼吸苦、咳にて皮膚料人院。ワクチン接TTt 6時 間 30分後、

専麻疹1■ 1央、咳 lJX減、呼吸苦少しあり、全身のほてりあり。ワクチン接種 1 日後、

奪麻疹少しあり、呼吸苦少しあり、咳あり。その後、皮疹消失、呼吸苦なし、咳

あり。退院。

囚果関係:否定できない

(症例 5)ア ナフィラキシー (回復)

60代  女性

既 往 歴 :ペンタゾシン、ブチルスコボラミン臭化物、インドメタシンナ トリウムで発疹、

ショックllT状 、呼吸吉、高脂 ill l、 一過性脳虚J力発作

経  過 :ワ クチン接種 30分後、全身そう痒 Fpl、 発疹、アナフィラキシーが出現。 ワクチ
ン接種 1時間後、急患室受診。生IE食塩水にて静脈確保 し、デキサメタゾンリ

ン酸エステルナ トリウム、ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナ トリウムを施行。

その後、皮lllv lll状 改善し、自宅安静を指示。ワクチン接種 l H後 、眩イ,と、立ち

くらみ、頭痛が出現。血l■安定しているが、1犬態不安定にて人1完。顔而浮 llTl、 白

血球増多 H,50cdヽ /μ L、 核左方移動。ワクチン接II1 2日 後、顔雨T浮腫残存。状

態安定したため退院。ワクチン接種 5日 後、llt痛 、下ll l、 消化管症 1人が出現。

ワクチン接Tr1 9日 後、 F IT‐lLま らず他院受診し、点滴施行。ワクチン接 TTl 13日

後、アナフィラキシー回復。腹 il、 ド″11雌快。
因
't関

係:否 定できない

(症例 6)39℃ 以 Lの発熱 (III復 )

既 往 歴

経  過



20代 女性
既 往 歴 :アモキシシリン、コーヒー、チョコレー トで苺麻疹

経  過 :本 ワクチン接種より 15日 前に季節性インフルエンザワクチン接種。本ワクチン
接種後、一過性に吐気が生 じたが自然消失。翌日、吐気、関節痛、37℃の発熱

があり、アセ トアミノフェン、メ トクロプラミドの内服薬処方。接種 2日 後悪

寒、戦慄が生じ、402℃ まで発熱。白血球 7100/nlm3(好 中bk 91%)、 CRP2 72nlg/dL、

尿 (潜血 (2+)、 蛋白 (1+)、 白血球 (± ))。 補液とアセ トアミノフェンのみで、

3日 後に 378℃ 、4日 後に 362℃ に解熱 し、症状消失。なお、インフルエンザ

簡易検査で A(― )、 BO。 血液培養陰性、尿培養は少量のグラム陽性球菌のみのた

め、尿路感染症は否定的。

因果‖係:否定できない

(症例 7)発熱、発疹、肝機能異常 ぐ怪1央 )
30代 女性
既 往 歴 :精神科通院中 (バルプロ酸ナ トリウム、クロミプラミン塩酸塩、ミアンセリン塩

酸塩、ゾルピデム酒石酸塩服用中。二回の入院歴有り)

経  iD :ワ クチン接種 6日 前に38℃の発熱、頭 lil、  ll水、痰あり。受診しクラリスロマ
イシン、カルボシステイン、ロラタジンの処方を受ける。鼻水、咳、リフ〔怪度、体

温 358℃ ある状態で、ワクチン接 lT。 ワクチン接ft約 2時‖1後より、後頭詢∫から
頭にかけて力打みがあり、次第に悪化。体温 382℃ ～39℃。翌日、レi療機 /iを受診

し、クリングマイシン点滴、クラリスロマイシン経日投与。解熱斉」、鎮り1,斉 1の処

方受ける。その 2日 後、三療機 調を受診し、検査にて GOT 6531U/L、 GPT 29HU/L

にて入院。

‖果関係:否定できない

(症例 8)アナフィラキシー (怪 1夫 )
30イ  ヽ 女llt
既 往 ‖|:無

経  過 :ワ クチン接種後、咽喉頭浮 lTl、 眼瞼浮llllが出 1/Lし、抗ヒスタミン薬、グリチルソ
チン・グリシン・L―システイン塩酸塩の静脈 711身 |にて軽 |りt。

四集関係:否定できない

(ll例 9)アナフィラキシー (回復)
30代 女性
既 往 歴 :無

経  過 :ワ クチン接 TTl約 30分後、悪心、嘔吐 2回、顔 lll紅湖、手指冷感、11圧低下 80た nlmHg、
呼吸苦出1/t。 医療機関を受診し、Sp02 93%に てアナフィラキシーとの診断であ

つた。点滴加療を行うも
‐
l状継続にて入 1院。CK L昇 1981U/L、 顔油i紅湖、浮腫、

呼及困州たに対し、11,液 、ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナ トリウムを投
'テ
。

その後、 rn圧「」復 129/66nilnlHg、 奪麻疹 4tし 。ワクチン17/fll翌 日、症 1ブ(改 1中にて

退完。

田某欄係:否定できない

(症例 10)動 悸 (回復 )
40イ  ヽ 女lJi

既 往 歴 :無

経  過 :季節性インフルエンザワクチン同時接種。ワクチン接種約 2時間後より、動悸、
頭痛、発熱 (最高 380℃ )、 lll頭痛、両季肋部を中心とした全身痛が出現し、徐々

に悪化。動悸はrl定脈拍 100～ 120/分 程度。アセ トアミノフェンを服用したが、

動悸は継続。安定斉」を内服して入眠。翌1明には動悸回復。その他の描i状は徐々に

改善。 ワクチン接種より6日 日には完全に回復。
因果関係:否 定できない。

(ll例 11)両 上限瞼発赤腫脹、市i tt lxしびれ (回復 )
20代 男性
既 往 歴 :無

経  過 :ワ クチン接種 5分後より、|け上限瞼発赤llT脹が出F7L。 両 Fllxし びれ感も発 lJIL、
月り色力様症状で体位保持困州[と なり、 駄床。両頬部まで発赤、腫月長感波及あり、山
圧 168/96nlinHg。 ワクチン接種 l‖寺間後に、ヒドロコルチゾンを投与するも症1大

変わらず入 17L。 11圧 134/80nlinHg。 メチルプレドニゾロンコハク酸エステルナ ト

リウム点滴。ワクチン接種 5時間後、ガi状軽1央。ワクチン接種翌日、l li状回復 し、
退院。

因果関係:副反応として否定できない

(症例 12)ド痢、関節J fl、 俗怠感、頭痛 (軽快)
30代  女性
既 往 歴 :無

経  過 :本 ワクチン接種より9日 前に季節性インフルエンザワクチン接種。 ワクチン接
種 5時間後より、腹痛、 ド痢。ワクチン接if1 8時間後には関節り1,と 俗怠感出llnL。
翌日、下痢回復、頭痛出現。接種 2日 後、関節痛と俗怠感は消失する1)頭痛は継

続。接TT1 3日 後、頭り1,は軽くなったが、まだ継続。

因夕:関 係:否 定できない

(症例 13)上腹部痛、 ド痢、俗怠感 (怪快)
2 01に  ιて'μL

既 往 歴 :無

経  過 :木 ワクチン1/xIIIよ り 1週 間前に季節性インフルエンザワクチン接種。ワクチン
接種 15‖寺椰]後 より、L腹部 lilと 俗怠感出現。ワクチン接TT1 2 5時 間後には 下痢。

この後、上腹枷
`痛

は1■ lFx傾 向にあるも、俗怠感とともに投与3日 後まで継続。俗

怠感は 4 Httt)継続。

因果関係:否定できない

(ll例 14)し びれ (,1手～両lll F)(回復)
40+ヽ  女14:
lll tt IF:高 山l圧、高コレステローフレ11症

経  過 :ワ クチン接種約 10分後、両手のしびれ (両手から両月」下まで拡大)、 動悸あり。
翌朝には症1大消失。

国果関係 :静 1反応としては否定できない

(症例 15)39℃以上の高熱 (軽快)



10代 女性
既 往 ri:無
経  過 :ワ クチン接種 5時間後、発熱、咽頭 l ll、 上肢と下肢のしびれ出現。頭痛、めま

い、呼吸苦あり。

因果関係 :否定できない

(症例 16)39℃以上の発熱、インフルエンザA7r101復 )
30代  男性
既 往 |[:無
経  過 :ワ クチン接種2日 後、昼頃から咳出現。深夜発熱373℃。ワクチン接TT3日 後、

朝386℃の熱があり、アセ トアミノフェン内服.昼過ぎには396℃ まで体温上昇。
徐々に関節 l liが 出現したため、Fl日 午後、医療機関受診。インフルエンザ検査にて

A型陽性。ワクチン接種2日 後、昼頃から咳出現。深 f7/発熱373℃ 。ワクチン接種3
日後、朝386℃ の熱があり、アセ トアミノフェン内服。昼過ぎには396℃ まで体満[

上昇。徐々に関節 liが 出現したため、同日午後、べ療機関受診。インフルエンザ検

杏にてA型陽性。

因果関係1否定できない

(ハi例 17)アナフィラキシー様反応 (軽快)
30代  女性
既 往 ‖I:1〔

経  過 :本 ワクチン接種より8「 1向イ∫に季節lJiイ ンフルエンザワクチン接 lT。 本リクチン
接TT1 30分 後、めまい、市1胸部圧 i豊感 ||l17L。 経時的にli強 し、1[寒、振11、 νЧ 17

のしびれ出現、増悪を認めた。末llルー トを確保後、ヒドロキシジン塩酉た塩筋注、

ヒドロコルチゾンコハク酸エステル l1711に て111快傾 市l.

国人関係:否 定できない

(ll 1771 1 8)ア ナフィラキシー反応 (「 1復 )

20代  女性
既 ′LI“ :ク ローンll(プレドニゾロン 15nig/1 1‖く川)

経  i出  :ワ クチン接 fTlツ 1明、|1勤途 |]で 気分イく良あり、出」ll後 に呼吸障,f、 は識レベル低
下に至った。」l脈山L液ガス分析では、PH 741、 pC02 52tom、 p02721o!1、 山球言

数ではデ(常なく、血液生化学では、低カリウム山[症 3 3 nlEq7Lを 認めた ,西 素々吸

人及び青1脈 ラインllイカt、 _lに副腎皮質ステロイ ドホルモン 2i・投与し、 ll 12‖キ問

で回復。

,1サt関 係:ri定 できない

(励 i例 19)顔 mi感覚鈍麻 (回復 )
30イ  ヽ 女性
既 イ|‖

` :な
し

経  過 :ワ クチン接イ重前、体‖1350℃ .ワ クチン接イi15分後、1匝気、1に |:、 左りいのひり
ひりとした痛み及びけいれん様収縮、神経障害か |卜 1現。ワクチン接lT1 20分後、

ブ ドウ糖加酢酸 リングル液輸液開始。た頬表1背筋パ

`摯

川収縮が出現。ワクチン接

種 2時間後、人院。その後、叫i気軽減、左頬表情筋収縮 li度 は1挙減。ワクチン接
種翌日、lL気、左頬表1青筋収縮は消失、怪度心にヽ剖S不快感、左頬部知党鈍麻、味

党共常 (にがみ)あ り。ワクチン接種 12日 後、心嵩部不快感、左頬部知党鈍麻

味覚異常は消失、神経障害は回復。

囚果関係 :副反応として否定できない

(症例 20)咳 、
20代
既 往 歴

経  過

llN tt Fl係

頭痛、関節lTl、 壇、苦しさ、喘虐、(1発快)

女性

:感冒時、発夕t時に
'市
虐、出現。

:ワ クチン接種後、鼻汁、咳、頭痛、関節痛、虐、苦しさ出現。ワクチン接rT1 2日

後、1品鳴出17L。 ワクチン接種 3日 後、医療機関受診。体llt 37 8℃、脈拍 90-120/

分、血圧 134/76 111mHg、 喘鳴継続。フクチンの副反応と診断され、入院っ

:否定できない

(症例 21)アナフィラキシー (回復)
40代  女性
既 往 歴 :無

経  過 :ワ クチン接種 15分後、暖声、日の痒み、戦慄出現 し、血圧 148/84 nlmHg、 脈拍
109/分 、Sp02 98%で あり、治療のため入院。ラニチジン、メチルプレドニゾロン

コハク酸エステルナ トリウムを点滴投与 し、さらにクロルフェニラミンを静llに

て、脈拍 98/分、S p02 99%。 胸部ラ音無し。ワクチン接種 45分後、日のllみ と

動悸は消失し、曖声も改善、■1圧 140/90 mn,Hg、 脈拍 74/分 、Sp02 99%。

囚
'(関

係 :否定できない

(症例 22)急性肝 1障害 (軽快)
70代  男性
既 イ主 歴 :薬斉Jア レルギー、肝障害

経  過 :ク チン接TT 3 FI後 まで熱感持続。 ワクチン接TT1 7日 後より心寓部分tり liし 、その
後痛みが強まると共に嘔 Jl、  386℃の発熱。同日、11液検査を実施 し、 ,1中 ビリ
ルヒ・ン 2 2nig/dL、 ZTT 12 7 U、 AST l,7601U/L、  ALT l.0291U/L、 ALP 675 1U/L、

γ―GTP 918 1U/L、  WBC 1100/μ L、 RBC 490/μ L、 11色素 149g/dL、  ll14ヽ 板 219

×104/μ L、 ヘモグロビン 439g/dL。

因某関係 :否定できない

(症例 23)高熱 (巨1復 )
80千  ヽ ルIL
ll1 0:歴  :大腸癌

経  過 :ワ クチン接種前、体温 359℃。ワクチン接イ17時膚1後、39℃ の発熱が|1現。ワ
クチン接種翌日、37℃ 台の発熱が継続のため人院し、ビタミン B製剤、アモキシ

シリン、チアプロフェン酸、メチルメチオニンスルホニウムクロライ ドを投 lJ。

ワクチン接種 4日 後、解熱。ワクチン接種 6日 後、退院。

因果関係 :1青 IF不足

(症例 24)アナフィラキシーショック (回復)
5 0代   女′円]

既 往 歴 :ア レルギーlJ:鼻炎

経  過 :ワ クチン接種 3時間後より、掻痒を伴う寺麻疹様紅斑が出現し、四肢から全身に

6



拡大。次第に掻痒感が増悪するとともに、血圧は 120/70か ら 90/40 mlnHgへ 低

下。さらに、四肢末端チアノーゼも出現したため、救急搬送。

因果関係:否定できない

(症例 25)アナフィラキシー様反応 (1堡快)
50代 女性
既 往 歴

経  過
クラリスロマイシン等抗菌斉J等の薬剤アレルギこあり

ワクチン接種後、アナフィラキシー様症状 (眼瞼浮腫、顔面紅潮、咽頭圧迫恵、

悪 ,い が出現。翌日、軽快。

因果関係 :否定できない

(症例 26)肝 機能異常 (回復 )
40代  女性
既 往 歴 :な し

経  過 :ワ クチン1/K種前、体満1365℃ 。ワクチン接種 4日 後、全身俗怠感が出現。ワク
チン接種 6日 後、嘔気、頭痛、胃痛、 F痢、俗怠感にて受診。ワクチン接TT1 7日
後、嘔気、頭痛、胃痛が増強するとともに、375℃ の発熱にて受診。AST l,0671U/L、

ALT5 HlU/L、 γ‐GTP 4161U/L、 総ビリルビン 1 1lig/dLよ り、急lJ:月 T炎 と診断

IF庇護剤投与開始。ワクチン接種 8日 後、AST3381U/L、 ALT 3461U/L、 γ‐GTP
3651U/L、 総ビリルビン 0 5ing/dL。 ワクチン接種 lo日 後、微熱、川11女 t、 りI痛、IJ
l liは lIIプ(傾向。ワクチン接種 18H後、肝機能異常い1復。

田果問係 :否 定できない

(り ii例 27)血 l管迷走神経反射疑い (回復 )
40代  女性
既 往 ‖| :機械性革麻疹
経  過 :ワ クチン接ll 15分後、浮動性めまい、動悸か |lll Lし、救急外来を受診。ワクチ

ン接lT 25,〉後、匹llxf/1N感 、 しびれが出lyLし 、酸索飽和度の低下を認y)た。ステ
ロイ ド等の投 lJを行い、症 1人は中う快 したが、経i_l観察「1的にて人院となった。 ワ
クチン接種翌日、状態安定のため、退院となった。

‖果関係:否 定できない

(ll例 28)発 熱、食欲減退 (軽快 )
201ヽ  :女 1生

llIイ1:歴 :無

経  過 :ワ クチン接fTl前、体温 370℃。ワクチン接種翌日、375℃ の発熱、食欲不振が出
現にてアセ トアミノフェンを服用。7ク チン接種 2日 後、389℃ の発熱にて人院。
イン ドメタシン、糖・電解質・アミノ酸 l1/K、 乳酸 リンゲル f/K、 クーリングを施行。

その後、体温 395℃ 、寒気にてイン ドメタシンを使用。ワクチン接TT1 3日 後、体

温 372`Cに て乳酸 リンゲル液を点滴。その後、体温 374℃ 、腹部 l llに てテブレノ

ン、クー リングを施行。ワクチン接種 4H後 、体温 372℃ にて退院.
凶果関係 :否定できない

(症例 29)左 L腕のJ ilみ としびれ (軽快)
401ヽ  女側:

llk往 歴 :無

経  過 :ワ クチン接種後、接種した左上腕のしびれ感:冷感、疼痛が出現。その後、辛み
や苦みが分かりにくい味党異常が出現。ワクチン接種 lヶ 月後、lr状 は軽減傾向

にあるが、持続。

因果関係 :静 1反応として否定できない

(症例 30)末 梢神経炎・筋炎 (未回復)
40代  男性
既 往 歴 :無

経  過 :ワ クチン接種 1日 後、起床Π寺より右上腕 (接種側)三頭筋の筋力低下、疼痛が
出現。ワクチン接種 2日 後、左大胸筋のけいれんが出17t。 ワクチン接種 3日 後、

左大腿筋四頭筋けいれんが出現。ワクチン接種 9日 後、左上1宛 三頭筋の筋力は、

MMTで 4程度っ
因果関係:情報不足

(ljF例 31)革 麻疹(胸部)、 神経障害 (日 Л空内のしびれ感)(回復 )
30代  女性
ll往 ‖
`:無経  過 :本 ワクチン接lr lケ 月以内前、B411F炎 ワクチン接種。本ワクチン接種直後、
ハ1胸部発疹、日腔内しびオ■が出りL。 ブレドニブロン投与。人院にて経過観察.ワ

クチン接 TTl翌 1、 症状lI快 にて選院。

国果関係:ア レルギー反応として否定できない

専門家の意見 :

○中IJ夕こ生 :

尊麻疹の出現時期と投与との関係からは、しびれ感も含めアレルギー反応として出現 した 1)

のと考えます。

○埜中先Ji l

アナフィラキシー様症状にll似 したくJの。因果関係は否定できない。

○吉リチ先生 :

因果関係不り〕。ワクチン接 TTl後比較的早llllに症状が出現 しており、迷走ネ
'経
過緊張のように

思えますが、Mヽ 検査で異常がみられれば ADEMか もしれません。

(症例 32)左 L肢の筋力低下・l rlみ (4X快 )
20代  女性
既 往 1勝 :無

経  過 :ワ クチン接種時、指先に響く等の症状はなかつた。ワクチン接種翌日、就寝時に
/1L肢のだるさに気づく。ワクチン接種 2日 後朝、膝より前腕にかけてl ilみ が出

現し、だるさが徐々に悪化。本ワクチン接種 4日 後、季節性インフルエンザワク

チン接種。本ワクチン接種 7日 後、コップも持ちにくいと医療機関受診。右手据

力 22、 左手握力 8。 人院。その後、右手握力 18、 左手握力 16ま で回復。

因果関係 :副 l反応 として否定できなぃ

(lL例 33)有痛性紫現I病 (軽快 )
30代  女性
既 1: ‖[:血管性紫」/J:病



経  過 :本 ワクチン接種 7日 前、季節性インフルエンザワクチン接種。本ワクチン接種 2
時間後、右上腕に有痛性紫斑が出現。ワクチン接種 5時間後、左上腕に有痛性紫
斑、歩行困ガたが出現し、入院。ワクチン接種翌日、けいれん発作が出現し、解離

性障害を疑 うも投薬なしにて改善。ワクチン接種 2日 後、けいれん発作あるも経

過観察にて改善。以後、けいれん発作なし。ワクチン接種 3日 後、71痛性紫斑消
退傾向あり。ワクチン接TT 7日 後、有痛性紫斑が再出現。ワクチン接 lr1 12日 後、

有痛性紫斑残るも痛み自制可能にて退院。自己赤』L球皮内注1寸で陽性にて有痛性

紫斑および解 illf性 障害から自己赤山球感作症と診断。

因果関係:否定できない

(症例 34)ア ナフィラキシーショック (回復)
30代 女性
既 往 歴 :季節性アレルギー、抗生物質でショック症状あり

経  i過  :ワ クチン接種 5分後、気分不良、1“気、上 F肢のふるえがは1現 .血圧 102/65111nlHg、

脈拍 130/分 。その後、悪寒、戦 1/、 嘔気がよ曽悪 し、1に吐、月

'色

力が出現。臥床を要

する状態。ワクチン接Tir lo分後、コハク酉たヒトロコルチゾンナ トリウユ、、メ ト

クロプラミド、2()%ブ ドウ糖液投与、酸素吸入を実施。その後、Jm圧 122/65nin,Hg、

llk拍 102/分。ワクチン12KITl l時 ‖i20分後、し]複 c
因果関係 :否定できない

(り市例 35)‖ l′ilLll l炎 増悪、発熱 (軽快 )
70代  男性
既 往 ‖[ :‖]質性肺炎、アスペルギルスリ市 (プ レドニプロン、抗真1埼却1を服用中./t宅西を素

療法を導入し近日i堡院 予定であった。)川 i月″セ疱り|ビ、1り性呼吸不企、高山ll■、出i尿

酸而り11、 肺炎、気1旬、慢性 川

'ヽ

1生肺疾忠

経   過 :ワ クチン接種 2時 |り後より、発熱、‖ヽF吸 FFが出 lLに て|1突素I中|lt.|り 質1'L肺 炎ナ11悪

が出1/L■ リクチン接種サ「|、  lll‖
`X線
検合にてばり質1■陰形1呻悪あり。メナルプレ

ドニゾロンコハク西菱エステルナ トリウム、 メロペネム水和物、ミカファンギンナ
トリウム投 ll川始。ワクチン1妾種 2週 ‖1後 、発熱、円質性l l ttlil悪 は申ヽ1り (。

四
't関

係 :否定できない

(症例 36)ア ナフィラキシー ([」復)
40代  女性
既 往 ‖

`|く
だ t)のアレルギー、感¬人で英疹、季節1lLイ ンフルエンザワクチン接 lT。

経  過 :ワ ワクチン接lT1 10分後、fi部から頭にかけて |・t感あり、一‖li的に動悸出現し眼
向千i‖イは、軽い悪′とヽが出りと、頻脈イ嶼向 90/分。 lm圧低下なし。口,ちに臥床安静にて

,文う〉|‖ l´ C LI復。

‖ 某聞
`:月
果関係不り|

(症例 37)紫 り「、意識障害、けいれん ([J村査中)
30代  女性
既 往 ‖[:¬ 己赤 lll l lk感 14:1生 紫り[り高の1旨抽泊る 1,確 lL診脚:無 し

経  過 :本 ワクチン接種 7日 尚1に 季節11イ ンフルエンザワクチン接 lT。 木ワクチン接 fT 2

時「H]後 、ふらつきと接 f重側 11腕から前 17Lへの紫以[、 対ll前腕の紫

"[出

りと.'‖ ロト

,匝気なし.接 TTl翌 1引、筋力lltド ||lj/L、 トイレまでの歩行がかろうじて日∫1ヒ ,紫班
9

は有痛性で前腕部にまで拡大。接種翌日夜、3回 のけいれん発作が認められたが、
以後の発作はなし。

因果関係:副 l反応として否定できない。ADEMの 可能性もあるが、情報不足。

(症例 38)アナフィラキシー (巨I復 )
401ヽ  女`性
既 往 歴 :甲状腺機能充進症

経  iD:ワ クチン接種 1時間後、嘔気、めまい、悪感が急速に出現。 ヒドロコルチゾン投
′チにて急速に改善。

因果関係:否定できない

(症例39)頭痛、めまい、悪心 (回復)
20代 女性
既 Oi歴 :イ ンフルエンザワクチン予防接柾30分後に胞、苦さ (2年前)、 食物アレルギー

経  過 :ワ クチン接種 5分後、めまいとlL気が出現し、徐々にll状が悪化。回転14:め ま
いが出FjL。 髄1莫刺激症状なし、lL圧低下なし、頭痛あり。人院。神経学的に病的

反r■lな し、意識清明、頭位変換にてめまいあり。ワクチン接種 5時 ll後、頭 rllが
強くなり、1[‖ L。 翌1月、めまいは軽減したが、頭 lliは継続。lLき 気に対してロキ

ツプロフェンナ トリウム水和物服用。頭痛わずかに残存、めまい ll復。退院。ワ

クチン接種 4 J後 、回復。

因果‖係:否定できない

(症例40)専麻疹、喉頭浮llJj、 呼吸古 (回復)
30千  ヽ女141
111往 歴 :セフトリアキソン、 トシル酸スルタミシリンにて、掻痒、咽頭浮月重。グリチルリ

チン・グリシン・システインlld合剤にてアナフィラキシーショック。

経  過 :ワ クチン接III1 10分 後より掻痒感、喉頭部興物感、呼吸古が出現。メチルプレドニ
ゾロン点滴及びアドレナリン皮下注により改善。

囚果関係:否定できない

(症例 41)1匝気、山L●三低下、腰・ ド肢/1i(lll復 )
30代  女性
既 往 歴 :無

経  過 :本 ワクチン接種 2週間前に、季節性インフルエンザワクチン接種。 ワクチン接
種 11寺問経過後も接種部位の1/K41111続。熱感等訴えるも、視診触診では発赤、熱

感なし。血圧 H5/t90nlmHg、 脈拍 60/分。30分程度で気分不良解消、疼痛は1怪快
ltfl向。ワクチン接TJlよ り約 2時硝]後、吐気出現、山l圧 94/63nllnHg、 脈拍 60/分。
塩酸メトクロプラミド点滴静江により症状軽快。ワクチン接fT1 2日 後、腰痛、下

肢痛、俗怠感等インフルエンザ様症状出現。ロキソプロフェンナ トリウムを内服

するもll状改善せず。ワクチン接種 6日 後、hi状増強のため、医療機関受診。体
.        l1373℃ 、CRP2 7、 白11球数 13,800(好 ‖りk84%)、 CK136、 血圧 ‖6/72n,nlHg、

り耐自90/分。疼痛持続、俗怠感あり。1日頭llli、 鼻水、咳、痰なし。アセ トアミノ

フエン、レバミピド、セフカペンピボキシルを処方。lil宅後 39℃ まで熱発し、左

lllr3剖

`痛

が悪化。ワクチン接種 7H後 早朝、救急外来受診。下肢ツ商T持続し、歩行不
百
1。 体ll l:382℃。頭l ll、 叫J頭痛なし、咳嗽あり。インフルエンザ迅速試験陰'H■

10



CRP10 62、 白血球数 15,200(好 中球 89%)、 CTでは左下肺野に肺炎像あり、他に
胸膜肥厚 (陳 日性疑い)。 入院にて経過観察中。

因果間係 :副反応として否定できない

(症例 42)気 管支喘息発作 (回復)
40代 女性
llt往 歴 :気管支喘息加療中 (コ ン トロール良好。過去に季節性インフルエンザワクチン予

防接種後、気管支 li・′臥発作の既往あり)

経  過 :ワ クチン接種 lΠ寺閾1後 より、気管支喘′日、発作出現 し、短時間1に て増悪。血圧
142/101mnlHg、 脈拍 12()/分、Sp0298%。 酸素投与 (3L/分)開始し、アミノフィ
リン点滴静注。硫酸サルブタモール吸入を実施し、軽快傾向を確認し ll門 医へ紹

介。

因果関係 :否定できない

(lll例 43)ア ナフィラキシー (怪 1夫 )
50代 男性
llt往 歴 :糖尿ソあ性腎症による腎不全で透析療養中。柑物、食品でのアレルギー歴あり

経  過 :木 フクチン接種より lヶ 月以内に、季節 171iイ ンフノンエンザフクチン接ITl.ワ ク
チン接種 30分後より、くしゃみ発 L71L。 ワクチン1去種 5時間後、‖民瞼l Tll長、体幹
の湿疹に気づき、医療機関受診。アナフィラキシーと診口,7さ メ1′、ステロイ ド斉1の

投与等にて症状やや軽快。

因果関係 :否定できない

(症例 44)ア ナフィラキシー 叫 快 )
30イ に 女lJ:
既 往 歴 :無

経  過 :木 ツクチン接種より lヵ り]以内に季節i性インフルエンザワクチン接 l ll。 本ツク
チン接種 30分後、動悸が出現後、急激な呼吸困難出現.ベタメタゾンリン酸エ
ステルナ トリウムの筋注及びベタメタゾン内服後、すぐにルー トを確保。ステロ

イ ド点,10開 1/Aし 、血l圧 130台/70台。全身のlr月り色は 2時膚]続き、次第に安定。翌
日も37度後半の発熱が持統。

国 ,t関 係 :否 定できない

(り主例 45)ア ナフィラキシー (怪 1夫 )
40代  女性
既 往 歴 無

経  過 :木 ワクチン接TTlよ り lヵ 月以内に季節1lLイ ンフルエンザワクチン接種.木 ワク
チン接種 30～ 40分後より、突然の動悸出現後、呼吸 1不1難出1/L.ブテゾニ ド吸人
後、月,L力感あり.8‖寺‖1経過後、り前iJ't改 善.

」け t関 係:否 定できない

(り|:例 46)頭 痛、 l li気 、嘔 [L、 下痢、微熱 (「 l復 )
20イ  ヽ 女性
既 往 歴 :心室中隔欠損り主

11

経  過 :ワ クチン接種 2時間後より、頭痛に加え、1屁気、嘔吐 (4巨|)出現し、下痢も 10
数巨1認められた。ワクチン接種翌1明、救急外来を受診。頭痛が強く、鎮痛斉」無効。

頭部 CT L、 出JLは認められす。白血l球 7700(好中球 89ツ,)、 CRP4 2、 腰椎穿

刺で髄膜炎否定。MRA L異 常なく、症状消失。
因果関係 :否定できない

(症例 47)ア ナフィラキシー (回復)
1 01に   り31Jl

既 往 l・
I:気 11支喘息加療中

経  過 :ワ クチン接種 40分後、 ド顎の疼痛、咳が出現。ワクチン接種 1時騨]後、前腕寺
麻疹が出現。補液、ステロイド静注、抗ヒスタミン斉」点滴静注により改善。経過観

察のため人院、翌日退院。

因果関係:否定できない

(症例48)気分不快 (回復)
30代 男性
既 往 歴 :無

経  過 :ワ クチン接椰 分後、 l■の気が引くような気分不快が出現。珀l圧 160つ O ninlHg、
脈l1120/分、ri滴にて経過観察。

囚果関係:」果 ll係不り]

(症例49)ml管 迷走れ,経反射 (回復)
3 0+ヽ   り〕II:

既 往 歴 :無

経  過 :ワ クチン接種 30分後、熱感、めまい、呼吸困州t感、冷汗を認め入院。ワクチン接
frl翌 日、退1晩。

因果関係1否定できない            .

(りii例 50)アナフィラキシー (軽快)
40代  女性
既 往 1歴 :ll

経  ib iワ クチン接種直後は異常なし。ワクチン接Tll1 2時間後、全身俗怠感、関節痛、
1,色力感が出1/1L。 ワクチン接lT翌 日、経過lll察 のみで1雌 1央。

1果 ‖係:否定できない

(症例 51)アナフィラキシー (回復)
30代  女性
既 41114:喘 自"i働 去に季節性インフ

ルエンザワクチン接rlTl後 に体illl悪化あり

経  過 :ワ クチン接種 5分後より、 ll眼周 llの夕V惑、掻痒が出1/4L。 1■‖艮瞼の軽度腫脹あり。
ワクチン接TT1 30分後より、喘鳴出現.

,1,t関 係:否定できない

(症例 52)急性アレルギー'Mi皮膚炎 (回復)
40代  女性
llt往 歴 :気管文 ll′自、、ワクチン接種後に幡い皮疹|‖現 (20年程前)
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経  過 :ワ クチン接種 30分後、顔顧j紅潮が両側性に出現.急性アレルギー性皮膚炎が発
現。 ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナ トリウム点滴静注、オロパタジン塩酸
塩内服。ワクチン接種 1時間後より、両側上眼瞼浮ll■および統発性に咳嗽出現。
ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナ トリウム点滴静注、ファモチジンを静注、
エピネフリン皮下注、クロルプロマジン塩酸lli処 方。ワクチン接種 2時 編後、咳
嗽頻回、その後皮膚炎軽快。ワクチン接i13日 後、急性アレルギー性皮膚炎は回

復。

因異関係 :否定できない

(症 17/153)左 眼球ブ ドウllA炎 (未匝]復 )

50代  女1生
既 往 IF:ll状腺機能克進、僧帽弁逆流

経  過 :ワ クチン接TT 5日 後、視力llt下 とかすみ出現。視力 右 :04(125‐ 125D″卜050D)、
左 :ol(o25-150D)。 左lI彩毛様体炎、11子体泥

“

り、続発性緑内I章。

因果関係 :否定できない

(り li例 54)両 Lド肢 しびれ感、筋力低 ド (軽快 )
30千に 男1■
lNt往 ]|:食 1鴨 による‖麻疹

経   過 :木ワクチン接fi lヶ 月市j、 B型肝炎ワクチンを1ガ嗜。ワクチン接術 3日 後、両手
足 (Piに手)に違和感が出 l・L。 ワクチン接千14日 後、強いしびれに近い不りu感が足
に出llnL。 ワクチン接 r重 5日 後、口0手に若千の筋力低下をビ覚。しびれll統. 1常生
活に支障なし。 7ク チン17KI1 7「 後、他院受診し、ADEM疑いにて入院.ス テロ
イ ドパルス療法を施イf。 ワクチン接種 lo‖ 後、ステロイ ド‖所減。 ワクチン接千重1

ヶり」後、ステロイ ド終了。神糸り古iJソ tl囃 |り t。 両 |:腕仲llに 散発的な筋痛あり、経過 431

1ヽ 中l。

国‖‖係 :|モ度υ,GBSの 口∫iヒ 1生 もあるが、11,ヤ腱イく足

011例 55)ア ナフィラキシー反応、俗怠感、1)麻疹、頭痛、悪′心、浮」Jl性 めまい、 114リサ1頭痛、眼
瞼浮月重 (卜 ,1復 )

30代  女性
既 往 ‖

`:イ

事状疱り参、lJ敏症、12/111ア レルギー

経  i凸  :ワ クチン接lT l時 11後 、接イ重側半身に俗怠感が|り t。 ワクチン接 T重 311同後、11
麻疹、頭ヵ打、111き 気、めまい、咽頭痛、‖艮‖介浮月1が |||り t.ヮ クチン1妾 lT翌 日、‖艮
瞼浮腫は自然消火、その他の症状も徐々に「 然71失.ワ クチン接 lT1 5 1後、受 ,多
し、怪度の

'Hゴ
ittTll感 のみ残存にて回復と診 llr′

口1実 関係:否定できない

(ll例 56)lhi‖長のぶどうlllA炎 (未 1復 )

50代  女性
llX tt lF:頭 力i、 ぶどう膜炎 (両‖長)、 B型月「炎ワクチンにて全身俗怠感の発現あり。
経  過 :ワ クチン接lll後 、両‖艮充血1、 1艮痛、頭り市、38℃ の発熱出現。ワクチン接 lT翌 日、

ロキソフロフェン内月晨にて発熱、頭力i、 眼痛は軽快するが、両眼充山Lは悪化。ワ

クチン接 rl1 2日 後、アセ トアミノフェン内服。ワクチン接種 5[1後 、眼科を受診

し、両眼ぶどう膜炎の診断及びステロイド結膜下注射・点眼治療実施。ワクチン

接種 7日 後、hi状悪化のため他院受診。視力右眼 015(06)、 左Π艮015(04)。
囚R関 係:否定できない

(症例 57)ア ナフィラキシー、発熱、腋嵩腫漱 (アナフィラキシー・発熱 :回復、腋竃月重瘤 :回復)
401に  :女 lJ:

既 往 歴 :食物アレルギー (卵、エビ、ソバ等約 30種類)、 化学物質アレルギー、アレルギ
ー性鼻炎

経  過 :ワ クチン接種前、体温374℃ 。ワクチン接種後、発赤、lTl脹、注射刺人部痛あり。
発ワクチン接種前、体温374℃。ワクチン接種後、発赤、腫1長、注射刺人部filあ

り。発―症状が出現、発熱は回復。ワクチン接種 2日 後、一過性の胸lilあ り。ワ
クチン接種 6日 後、左lllt宙腫瘤および落 llあ り、左腕が_11が らない、■量物が持
てない。ワクチン接種 13日後、左腋寓llJl瘤、1/K痛は消失。ワクチン接種 23日

後、そう痒肝感消失し、アナフィラキシー症状回復。

囚果関係:アナフィラキシーは因果関係不明、1夜竃月1瘤は情報不足

(症例58)異常感、浮動性めまい、関節痛 (軽快)、 感党鈍麻 (後遺症)
30代  女性
既 往 II:高脂1lll

経  過 :ワ クチン接種数分後、気分不良、千足のしびれ、めまい、身体の節々の1/Klll「 I1/.て ,

ll症チン接種 16日 後、lt tt ll発 したが、すぐに軽快。ワクチン接種 20 FI後、未
回復。

因果関係:局ワ7反応として否定できない。情報不足であるが、ギランバレー症候ll lの ●∫能性
は低い。

(症例59)脳梗塞 (後遺症)
90代  女1生
lllイ L IF:高血圧、心不全にて通院中

経  i凸  :本 ワクチン接種 l週間前に季節性インフルエンザワクチン接flTl。 本ワクチン接
種前、体温355℃。本ワクチン接TT 71』 、右麻痺、失語症で1臥床しているのを家
人が発見。同H人院。MRI検査にて脳梗フ

=を
確認。フクチン接lT 10 11後 、右り|

麻痺が残存。

因果脚係 :囚果関係不明

(症例60)左脳出血 (軽快)
40(に 女1/1
11k往 歴 :全身'LLエ リテマトーデス、指尖潰瘍 (ベ ラプロストナトリウム投与中)、 逆流性

食道炎、腎不全、ネフローゼ (ジ ピリダモール投 lJ中 )、 抗カリウム血症、貧
11、 甲状腺機能低 F症、高JJ ttll■、高尿酸血lll、 膀 lt結核。ワクチン接種約 1

ヶ月前に入1院。

経  過 :ワ クチン接種 10日 後.ll、 失語症、右Jlド肢麻痺出現。レベル低 下あり、その後、
共同偏祝なし、瞳孔左右同大、命令に従うも発語なし。右 Lド肢麻141、 右トレム
ナー反射陽性、右バビンスキー反射陽性。頭部 CTに て左レンズ核外側に脳出血
を認めた。ニカルジピン塩酸塩にて降圧開始。右鼠経部よりcvカ テーテルlTl人。
同日夕方、2回 H CTにて出血増大なし。同日夜、けいれんが出現し、ジアゼパ
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ムを使用し、他院脳卒中科へ転院。フクチン接種 27日 後、左脳出血は未回復。

気管切開し、経鼻経管栄養中。ワクチン接種 60日 後、気管チューブ抜去。右上下

肢不合麻痺はあるが、力は入るようになる。ワクチン接種 62日 後、経鼻チューブ

抜去。フクチン接種 64日 後、左脳出血は軽快。

因果関係: 因果関係不明

(症例 61)肝機能障害 (未回復)
30イ  ヽ男'l■
既 往 歴 :ワ クチン接種 5ヶ月前、アルコール性肝疾患を発13(AST 301tr/L、 ALT 42U/L、

LDH 171lU/L、  ャーGTP 179 1U/L、  ALP 2601U/L)
経  過 :ワ クチン接種 8日 前、季節性インフルエンザワクチンを接種。微熱、俗怠感が

出現。本クチン接種it、 体7R368℃。本ワクチン接種翠日より、頭ll、 叫』頭痛、

鼻汁、微熱あり。ロキソプロフェンナ トリウム投与開始。ワクチン接種 5日 後、

389℃ の発熱、全身俗怠感、 ll頭炎が出現し、医療機関受診。AST 641U/L、 ALT
1051U/L、 LDH 2241U/L、  ALP 6471U/L、  γヽ GTP 3221U/L と し昇し、 肝機市ヒ異常
を認めた。肝機能障害、急1■ ll頭炎に力lし て投薬治療開始。ワクチン接種 2週
‖1後、急'H:叫」頭炎回復。ワクチン接種 lク リ]後、肝機能障害未回復。

‖りl‖

“

: 否定できない

(症 1//1162)39℃ 以 11の発熱 (1嬌快)

20代  女性
既 往 ‖|:共〔
経  過 :ワ クチン接/r12日 後、38度の発熱を認め、以後高熱が持続。ワクチン接fr1 3日

後、頭り市、 ド痢が出現したため人院。ワクチン接種4日 後、体温393℃、白血L球
H.4()0/μ L、 CRP 2 74,■g/dし、インフルエンザ簡易1倹査 A(‐ )B(‐ )。 11油にて予防的

ルt菌斉」を投 lJ。 ワクチン接fT1 5「 1後、解熱したため退院。

因某関係:否定できない

(症例63)ホ麻疹 (口 1復 )
60代  女性
既 往 歴 :認知l症、誤口に性肺炎の反復にて絶食中

経  過 :絶食中であるため、連日‖i液にて栄養補給しており、内服は一切無し。ワクチン
接fJl翌 日、前頚部、背部、両前腕、両大1退に紅斑が出現。直ちにグリチルリチン・

システイン・グリシン配合齊りの点滴を行うが、改善無し。ワクチン接種 2日 後、
ヒドロコルチゾンの点滴により改善し始め、完全に消失。全身状態安定。

旧果関係:否定できない

(症 47/164)過換気症候1洋、けいれん、血L圧 上昇、発熱 (怪快)

80(ヽ  :女 1生

既 往 歴 :胃潰瘍、1曼性心不仝、大動ll Kl'、 高il圧 、心房細 Il」 l

経  i凸 :接種前、体温371℃ 、lh圧 104/70nュ inHg、 風邪りii状あり.フ クチン接不115分後、
企身の震え、過換気ll状、悪寒が出現。体温 39℃、血圧 180台に 二月、ジアゼバ

ム、ニトログリセリン、アセトアミノフェン、酸素吸入を施行。白lh球数 8,700ん lin13、

CRP2+、 好酸球数上昇。過換気症候群、けいれん発作、不明熱と診Wiされ、経過

観察を日的に入院加療。呼吸性アルカローシスがあるt)のの、他の山L液所兄異常
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なし。尿検査にて潜血(3+)、 白血球数 11,000/mm3、 体温 382℃ にて抗生物質投 Iテ。

その後、1釜 1夫。

囚果間係 : 否定できない                          .

(症例 65)発熱 (tJK快 )
10代  女性
既 往 歴 11曼 .‖1骨髄性白血病 (骨髄移植後)、 気管支喘 ,自、

経  過 :ワ クチン接種翌日、耳痛にて■l鼻利を受診 し、中耳炎の診断。 ・l気などのため他
院受診 し、点滴中に発熱 し入院。体温 391℃、CRP 0 10 111g/dL、 インフルエンザ

ll・速診断(‐ )。 ワクチン接種 3日 後、体温 364℃ 、CRP3 12 mg/dL。 発熱軽快にて

退院。

囚失関係 :否定できない

(症例 66)アナフィラキシー (い1復 )
10″茂:木滞t 17惜 :

既 往 歴 :ネ フローゼ症候群にて入院中 (ステロイ ド投与中)、 インフルエンザ

経  過 :ワ クチン接種前、体 lt36 7℃。ワクチン接種 30分後、激 しい咳込みが出現。ワク
チン接種 50分後、吸人施行するも増悪。喘鳴、じんましんが出現。Sp0290%oワ

クチン接種 1時 H日後、強いそう痒が出17nL。 ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナ ト

リウム、ヒドロキシジンバモ酸JIIを 投与。酸素投与。ワクチン接種 2時 F]後 、 じん
ましんは軽減。ワクチン接 l」13‖ |‖1後、じんましん消失。アナフィラキシーは回復。

渕果関係:否定できない

(症例 67)シ ョック (血圧低下)(回復 )
201k l女 14L

llkィl lFT:チ〔

経  過 :ワ クチン接llfl l時間後、冷汗、顔面蒼白、気分不良、嘔気、11圧低下出FyL。 下肢
挙上、補液 500 nlL開 始。 llt圧 100/‐ ninlHgへ 回復。念のため、点滴 500nlLを 追

加 し、回復を確認。

因果関係 :否定できない

(ll_例 68)llTl月長、発赤、注射部位そう痒感、全身性そう痒感 (不り1)

20代 女1生 (ク1娠 28週 )
既 11歴 :無

経  過 :ワ クチン接種翌日、頭痛、l■K痒感が出現。ワクチン接種 2日 後、接種部位の lTllllK
と痒み出現。両月J、 頚部、顔面の発赤と掻痒感、手足・背中にも掻痒感が出FjL。

因某関係 :否定できない

(症例 69)アナフィラキシ=シ ヨック (回復 )
1 01そ   ツ多'日1

11k往 歴 I CharcOt‐ Marお―Toothりあ (シ ャルコー・マ リー・ トゥース病)の疑い。ジフテ リ
ア破傷風混合 トキソイ ドワクチン接種後に嘔吐認めたが、すぐに軽快 (6年前)、

りF′円部筋萎縮 ln、 腎尿細管性アシドーシス、州[1よ

経  過 :ワ クチンlFKTTI前、体llt 36 7tC。 ワクチン接種 10う )後、嘔■1出現。顔面 /1白 とな
つた。 lt圧 70/40 ninlHg。 アナフィラキシーショックが出現。メチルプレドニゾ
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ロン、ア ドレナリンを静注。血圧及び心拍数の上昇を認めたが、再度嘔吐が出現
し、血圧は 70台 に低下。塩酸 ドパミンの投与を開始し、経過411察のため入院。
その後、血圧は 80～ 100で安定、企身状態良好。ワクチン接種 3日 後、退院。

因果関係:否定できない

(症例 70)俗怠感、意識障害 (回復 )
70代  女性
既 往 歴 :大月場癌 (術後再発)、 結腸,i、 腹膜1ほ r7/、 腎不全
経  過 :フ クチン接 lTl前 、体温 368℃。ワクチン接千i211問後、企身俗怠感、嘔気出現。

意 ltレベル低下 OCSI‐ 1～ Π_10)。 アンモニア値、1‖値はりt常なし。血圧 120台
/60台。体温 36度台であり、皮膚紅湖なく、アナフィラキシーをll う所兄ない
ため、経 i凸観察。意識レベル遷延が持統。ワクチン接 lT 7時 1問後、意 ltレベル

JCSI‐ 1に 改1,す るも未回復.ワ クチン接lll H時 呂]後 、 nttt H 8/6()ninlHg。 受け
答えはつきりするも、ボーっとリ

ー
る感じあり。採面の結果、臨

'(検

査値に大きな

変動を認めず。ワクチン接種翌日、後遺症なく改善。ワクチン接 lf1 2 1寺 ‖]後から
の記lξ にところどころ欠落あり。

因果関係 :1古 報不足

(州i例 71)脳 |‖ 而 (不り1)
80イて 女lJ:
既 イし lF :気管支叫il′也、、慢1生気竹支炎に伴う慢性呼吸不企、イ

`イ

41Ji心 房細flり、111■ 心イ(全、

新′尿病 (2型 、 インスリン投与)、 アルツハイマーリ1り認ヵlり ni
経  過 :ワ クチン接千i8時 ‖l後、トイレに行こうとするが立て4rか った (支えれ |ザ i可能)。

ワクチン接TTl翌 1引 より、広くド肢の脱カイ]。 意i哉 レベルはil常通 り。CTにて脳
|1111と 1`」 り1.

因業関係:N果 月係不り〕

(り li例 72)腑 帯過捻転・胎児死亡
20代  女性 ク1娠 39週
既 往 II I`|(
経  過 ■木ワクチン接種 4日 後頃から、胎 rll低下。本ワクチン接千1611後、産科受診。

ガ齊帯捻 1云 による胎児の死亡と診断。翌日、誘発分娩.本人はほぼ健常:
,1果 関係:因果関係不り]

専 11家の,ど /L:

○三橋先生 :

lr/‖すの過捻転が原 N。 「子官内胎児死亡Jが正しい。
○//取先ノlt i

過捻転があって浮 ll rlが ぁるので直接的な死産の原 lNlは腑帯 il」捻転.ワ クチンとの関llは ない
と考える。ベースラインの リスクとして 1000111産 で周産り切死亡は17であり、1齊帯原 Nは
約 10%で あることから、ワクチン接 lT3と の ,1な りは 分に起きうる。
Olヨ |1先 ノ|::

新型インフルエンザ後の死産 (千宮内l1/児 クヒ亡、luFDと い うべきか)普通に考えれば、無
関係 (unlikc、 .)と 考えま す.1lf十臓としては、週数が不り1です。 14 il未満であれば、流産と
い う川語のほうが適りJな ので。インフルエンザ感染において、 スベィン風川Sな のでは高率
なけ体死亡は如]らノ■ていまうが、け体に ドリllが なくて、高率に流産、 1宙内胎児死亡が多
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いとい う話は聞い てお りません。調べる必要はあるかもしれませんが。季節.性のイン フル

エンザにおいて、胎児への悪影響は知られていないと思いま す。 (だ}体への悪影響を介する

ものは別ですが)

O HJ中 先生 :

時間経過、贖帯所見からみて、死産は接種と無関係と思われる。

(症例 73)ア ナフィラキシー疑い (回復 )
1 0代  女′旧:

J果 関 係

:気管支喘,日、

ワクチン接種 25分後、のどの違和感、呼吸苦、俗怠感が出l lL。 喘鳴あり、Sp0295%、
脈拍 HO台、アナフィラキシーを疑い、り‐ルブタモールイ研i酸塩吸入、アミノフィ
リン及びメチルプレドニゾロンコハク酸エステルナ トリウム点滴。ワクチン接 lll
lH寺間後に回復が認められたが、観察目的にて人院。

否定できない

(ll例 74)フ ィッシャー症候群 (ギランバレー猫i候群)(:怪快)
20イ  ヽ 女性
既 往 歴 1無

経  過 :接種前、体li 36 6℃ 。本ワクチンと季節性インフルエンザワクチンを同‖1接 fTl。
ワクチン接FT1 5‖ 後、起床‖|よ りl14L界のぼやけ感を自党 し、兄えにくさと共に持

続。ワクチン接種 10日 後、両手首以遠のしびれ感出現。その後、上行 し、口,ll

以遠のしびれ感出17L。 瞳イし散大、剤光反射低 ド1)出現。ワクチン接 TTl ll H後 、

しびれが両月寸まで L行。受診 し、瞳孔散大あり、対光反射低 Fあ り、頸部及び頸

llFの MRI異常なし、伝導速度検査にて F波低下より、フィッシャー症候群疑い
と診 lIT。 メコバラミン処方。ワクチン接種 15日 後、受診 し、瞳孔散大、対光反
射は改善、しびれ L行は回復。ワクチン接種 21日 後、フィッシャー ll ttllilr・ r・い

1基 1央。

因果関係:GBSADEMと して否定できない

(症例 75)発熱、苛麻疹、ネフローゼ増悪 (軽快)
10歳未満 男性
既 往 歴 :‖乍年、季節性インフルエンザワクチン接種で発疹、

y/btttあ
り。食物ア レルギニな

し、ネフローゼll候群でステロイ ド内服中 (1-3nlg/kg/日 、隔日投与中)。

経  過 :抗 |ス タミン薬内服の下、ワクチン接種。その際:Alb 3 5 g/dL、 尿蛋白(‐ )。 ワク
チン接種当日夜、38℃ の発熱、寺麻疹あり。ワクチン接 TJl翌 日、発熱・発疹軽快、

抗アレルギー薬内ll「K。 ワクチシ接種 21後より尿蛋白(+)。 ワクチン接 TT1 4日 後、
尿蛋白(3+)、 Alb l l g/dL、 総蛋白40g/dLに て入1院。顔面の浮腫著り]、 尿量 270niL/
日。ステロイ ド21ng/kg/日 に増量、血圧 L昇あり。ワクチン接種 5、 6、 8日 後に
アルブミン製剤 と利尿斉J投与。ワクチン接種 9日 後に Alb2 2ま で回復。 ワクチ
ン接TT H 日後、尿蛋白陰性化。 ワクチン接 rr1 13日 後、Ab27ゴdLに 腫1復、ネ
フローゼl曽悪は回復。退1完。

因果関係:否定できない

(症例 76)心不企、ll l炎 (|■ l復 )

60代  男性

既 往 llr
経  過



既 往 歴 11曼性′心不全 (急性増悪のため、ワクチン接種 3日 前まで入院力日療)、 関節リウマ

チ、高血圧、心房細動

経  過 :ワ クチン接種し帰宅後、喀血。ワクチン接種翌日、呼吸時胸痛、呼吸困難あり。
胸部レントゲン検査にてワクチン接種時には認められなかった浸l・ l影あり。白血

球数 14,000、 CRP 5 6と 上昇あり。肺炎の疑いにて入院。

因果間係:因果関係不明

(症例 77)面 L管迷走神経反射 (回復)
30代 女性
既 往 歴 :関節リウマチ (メ トトレキサー ト服用中)。 小学生時、親子丼を食し、尊麻疹出

現歴 2回あり。

経  過 :ワクチン接TTl前、体温 360(C。 ワクチン接種直後、全身の火照り感あり。その後
掻痒感を認めた。血管迷走神経反射が出現。症状消失しつつあつたため、帰宅始

めたところ、駐車場で、再び強い火照り感があり、その後、意識消失。逝行人に

助けられ、近二受診し、入院。フクチン接種 2日 後、回復し、退院。

因果関係:否定できない

(りli例 7 8) けしツし/.7(lrll復 )

10歳未満 男14
既 往 ‖[:llア レルギーあり (小児科主治医の承諾あり)

経  ,島 :ワ クチン接種 R‖キll後、けいオ■ん!「 l1/L。 救急■到着時、けいれん回復するもリル;院
へ搬送。人院。ワクチン接fI1 4日 後、退院。

因果‖係:ll報 不足

専門家の意見 :

O ll「嵐先生 :

ワクチン接lTl後 に「けいね′ん」が起きたという前後関係はありますが、それらに lNl果 川係が

あるのかどうかこのヤ‖告古だけからは判 lJrできません。患者には発熱があったのか、人1/L後

の lll液 、髄液、口1像などの検査結果、後遺症を含めた _・ 者の状態 (ll彼と記述されています

が)な どを知1り たいと思います。
○岩 川先イL:

発熱の有無、検査所見、熱性けいれんの既往

“`・
家族歴が不りlであるため、けいれんの原因

が分からず、ワクチンとの因果関係を判定するのは|』 Allで す。

○土
「
委員 :

ワクチン接柾‖キが既に A llイ ンフルエンザウイルス感染を含む自然感染による

“

1伏り切‖で

あった可能性もある。けいれんのワクチン1去種との囚果関係は肯定も否定もできない。いわ

ゆる有熱時けいれんの可能性 t,あ り、症状経過からみて急性脳症であるとは言えないと考え

ま・ |。

(症例 79)けいれんTI積、急ヤL脳,11(に 1復 )
10歳未満 男性
既 御i lI:'I
経  過 :本ワクチン接lT1 19日 前、季節11:イ ンフルエンザワクチン接種。木ワクチン接種翌

1明より、40℃の発熱あり。同日夜、熱1/1痙攣が出lj4Lし 、医療機関に搬送。その後も

り

`i攣

は再発 (計 4回 )し、熱性けいれんが出現。急性脳lllの診断にて、加療目的
のため、本ワクチン接種 2日 後、別の医療機関に搬送し、集中治療室に人院。オ
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セルタミビルリン酸塩等を投与。同日、新
lF lィ ンフルエンザウイルス PCR検 査に

て陰性を確認。その後、オセルタミビル リン酸塩の投与中 L。 本ワクチン接 IT・ 10日

後、改善ltll的 にてllt院。烈u生けいれん、急性脳症は回復。

因果関係 :因果関係不明

専門家の意見 :

○工「 嵐先生 :

前日から感冒症状あり、接 TTl当 日も咳と鼻水があったが、熱がなか/1た ため、接 fllを 行つた。

ことが本当なら原病 (感 Fl)に よる可能性 t)否 定できません。従つて、llK終判断は、|△ 果開

係不り]:た だし、原病 (感冒)あ るいはワクチンによる日1反応の可能性もあり。
○岩田先生L:

発熱はFrNI果関係ありと考えて良いと
'思

います。けいれんは発熱が誘因となったもので、直接

ワクチンが関与したものではないと考えても良いと思いますが 。 ウイルス分離等の結果
待ちですが、何もでなければ「熱性けいれんlT責 7LX作 」の診 lllで 良いと考えます。発熱の原

因として、何らかのウイルス感染の可能性はありそうですが、ワクチン接種も否定はできな

いと思います。

O 土に日先生 :

ワクチン接frlに よる発熱ということは否定できないと考えます。意識障害やけいれんを rl積

していることから、lT l大 経過から急性脳 lllで あると考えます。ただし、これらの経過は、若

¬・ 時‖1進行が rい といぅ印象はありますが、これまでの季節性インフルエンザ感染でも経験

している 1)の と大きく変わる ()の ではないと考えます。

(症例 80)ア ナフィラキシーショック (口 1復 )
40代 女性
既 往 歴 :卵アレルギー。

‐ナバによるアナフィラキシーショック歴あり。臭化プリフィニウ

ム、ブチルスコボラミン臭化物によるショックの品1作用歴あり。

経  i島 :ワ クチン接FTl直後、企身の痒み、皮疹、微熱、呼吸苦、怪度のアナフィラキシー

を疑わせる症状が‖1現。接II「l肢全体のlll脹 が出現。ワクチン接 F‐Tl時間後、全身じ
んましんがJl1/_。 オロパタジン塩酉た塩投与。ワクチン接種 8時間半後、呼吸1不 IA・ ll感

あり。 じんましんはやや怪快。ワクチン接種 15時間14後 、症状消失。アナフィラ
キシーはいlllt2。

国り:関 係:否定できない

(症例81)急性 1枚仕‖J当脊Iull炎 (ADEM)鮮快)
50代  女性
既 往 歴 :無

経  i遇  :ワ クチン接種前、体7R365℃。ワクチン接ir1 8日 後、頭り商,、 発熱出17L。 急性散
在‖』尚脊髄症がけ1現。ワクチン接種 9日 後、臀部の異常感党が出現。ワクチン接

Ifl 13日 後、ll尿障害が出現。ワクチン接種 17日 後、排尿障害が軽 lN・ しないため、

医療機関受診。頭部・ lll・l部・腰部MRlでは明らかなjt常 はなかったが、髄液検
査にて蛋白45111g/dし 、細胞数 47/μ Lと 増加を認めたため、ADEMと 診 lJrさ れ入
院。ステロイドパルス施行。その後、プレドニゾロン内服。ワクチン接TTl lヶ 月

後、感覚低下以外の症状は回復。

因果関係:GBS/ADEMと して否定できない

(症例82)発熱 (回復)



因 果 場係

女性

:2型糖尿病、高血圧、脂質異常症

:本 ワクチン接種より 14日 前に季節性インフルエンザワクチン接種。本ワクチン

接種日夜、軟 llj、

“

1気を認める。本ワクチン接fT 2日 後より、俗怠感、発熱 (388

～39度 )出現。食欲不振、111気、軟使あり。左下1'割∫圧り市あり。白山t球 13,3201mm3、

CRP3 40ni3/dLと 、L昇。A」 |・ B型インフルエンザ検査陰性。急1生 胃腸炎疑い
にて、セフ トリアキソンナ トリウム水和物点l rlし 、経過をみるも翌日、体温 398

度。びまん1■腹り市もあり白血球数 12,530/mm3、 CRP 12 201ng/dLと 上昇したた

め、入院。l1/部 CT等 で胃腸炎、胆のう炎等の布意所見なし。絶食。ワクチン
接 4日 後、発 llt、 消化器 FL状は消失。CRP 8 2Qn3/dL。 めまい、嘔気に対して、

炭酸水素ナ トリウム、メ トクロプラミド投与。1次 llあ り。ワクチン接TT 6日 後、

食事再開。本ワクチン接fr 8日 後、治癒にて退院。CltP 0 8n13/dL。

:情報不足

(症例 83)発熱、白11球数増加、肝機能異常 (軽快 )
50+ヽ  男.ll

既 往 ll :胃 力i
経  過 :ワ クチン接ll1 5時‖]後 、39℃ 台の発熱出現.フ クチン接 TTl翌 日1)発 々ヽ持続。午

後、緊増往診にて、インフルエンザ検査陰性、 リン酸オセルタミビル、レボフロ
キナシン、クラリスロマイシン処方。肝機能等の検杏にて、白 m球 lo loO/mn13、

GOT 2071U/し 、GPT 195 1U/し 、ALP 4811U/し、CRP7 04 mg/dL。  ワクう「 ン1去 i13 日
後、発熱い1彼、食 ll摂取可能。ワクチン接種 1日 後、受診 し、体温 361℃、胸部
X線著変なし、山血球 3,700/inm3、 GOT 201U/L、 GPT 571U/L、 CRP3 26 nig/dL。
ワクチン接TT1 6日 後、りた1大 再燃なしにて処方薬飲みきりを指示。

‖ 1関 係:否 定できない

(力l17/184)月 尚り走 (い 1復 )

10歳未満 女171
既 イし lI:無
経  過 :ワ クチン接種 2日 後、悪寒ユl1/L。 388.Cの発熱。ワクチン17KIT 4日 後、新 llイ

ンフルエンザ感染りliと 診|,7、 オセルタミビルリン峻塩を投′チ。ワクチンllK種 5日

後、りЧ肢硬「1、 FI眼球111位、1に叫:が l171。 ズ療1畿開を受診,全身強 肛 |‖代性 {り い
れんに対し、抗けいれん斉」投与し、銀り市.急性脳り1:を

"〔

い、1レt坑 .ソ クチン接fi
6 後、来脚 ル ),意 i哉 I章害が|lfれtし ているため、1尚平11サホロ:を |‖ イ々, ルtけい,■ん
斉り、 ドバミン塩酸塩を投 IJ。 ワクチン接イ重91後 、脳平汁1療 法を終了。ワクチン
接種 16卜 1後、退院.

‖共関係:月果限l係不りl

■門家の意見 :

○五 嵐́先生 :

接lr2 11後の
ycN熱
、5「1後の(,いれん 。意11障 1年であり、ワクチン接|[に よる副反応とロサi

定することはガ1しいと思います_

○岩 HI先 41:

ワクチンとの因果関係を否定することはできませんが、報告には髄液所見等のlri lは がなく、

添付されたデータからワクチンとの因果関係を判定するのは医州1です。

○上円先生 :
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50代

既 往 歴

経  i但

新型インフルエンザワクチン接種 2日 後より発熱、5日 後に全身強直日]代けいれん、意識

レベル低下。人院後もけいれんを繰り返す。転院後もけいれん重積。人工呼吸管l ll、 抗けい

れん薬投与で経過Fll察中ということであり、ワクチン接種後から症状発現までの時間1的観点

からは、新型インフルエンザワクチン接種による発熱の百∫能性もありますが、ワクチン接種

時が既に (自 然感染による)潜伏期間であった百F能性もあります。意 lt障害やけいれん (重

積していること)があることなど、症状経過より急′生脳症であるといつても良いと考えます。

この情報からは、おそらく新型インフルiンザウイルス感染による急14L脳症といって良いと

思います。

(lul例 85)発熱 (tX快 )
401ヽ  女′趾
既 |: 歴 :‖市′日、

経  過 :本 ワクチン接種より7日 前に季節性インフルエンザワクチン接種。本ワクチン
接種翌日、午前中 39℃の発烈ヽあり。アセ トアミノフェン内服し、解熱。注射部位

のlllれや熱感なし。関節rilな どインフルエンザを思わせる姉i状なし。同日午後、

38℃ の発熱あり。アセ トアミノフェンを再度内服。本ワクチン接種 2日 後、体温

373℃ 、 l」Rい頭痛のみとなった。

,]果 欄係:否定できない

(ll例 86)急性呼吸不全、熱発 (未回復)
80代  女性
既 往 歴 :慢性心不企疑い、虫垂炎、高血圧、骨粗豚症

経  過 :本 ワクチン接種 lヶ 月前、歩行中に意識消失し1云争J。 救急搬送され入院。意識
清明、1位圧 144/691nmHg、 麻痺なし、頭部外傷なし。脳 CT、 心電図Jι常なし。本

ワクチン接種 12日 前、脳波上、徐波 6Hzθ 波群発 8にてバルプロ酸ナ トリウム

投与開始。本ワクチン接種より7日 前に季節性インフルエンザワクチン接種。本

ワクチン接種前、体温363℃、前L圧 106/681nnlHg、 体調不良なし。ワクチン接TJl

翌日、歩行中に転倒、前頭部を|」撲し皮 に出rll。 室内ポータブル トイレまで間に

合わず尿失禁。ワクチン接種 2日 後、動作緩慢、顔面浮1重、足背浮月重が出171L。 ワ

クチン接種 3日 後、377℃ の熱発、自力での44位 不可能、傾llt状態。 ワクチン12K
IT1 4日 後、38℃の発熱、11圧 153/62mnlHgo A 41・ B11望インフルエンザ検査陰性。

胸写上心拡大(+)、 心胸 ri s比 657%に て心不全悪化と考えフロセミド、スビロノラ

クトン処方:意 i哉 レベル低 F、 Sp0272 0%に 低下、チアノーゼI H17tに て酸素吸人
けH始、尿道カテーテル留置。感染l」 と考えセフトリアキソンナ トリウム、コハク

酉をメチルプレドニゾロンナトリウム点滴開始。CRP6+、 白山ttt H,600、

NT‐ BNP21,612pgんnL他院へ救急搬送。ワクチン接fT2 5 1日 後、慢性L心不全の急性
増悪による呼吸不全は「qn復。心不企状態の治療のため人院継続中。

因果関係:急性呼吸不企は因果調係不り]。 熱発は否定できない。

(症例 87)急性呼吸不企、熱発 (未回復)
9 0千に  り〕11L

既 往 歴 :脳梗塞、アルツハイマー
jl l認
知症、腰ヘルニア

経  過 :ワ クチン接種 5日 前より歩行時のふらつきを主訴に人|1/L。 ワクチン接種前、頭
rfl感あり、体7胤 364℃ 、血圧 126/63ninlHg、 感冒等の体調不良なし。接種 25時
間後、転仲|、 血t圧 182/86nll■ Hg。 ワクチン接種35‖寺間後、転倒。 ワクチン接ITl
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